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2 次式の因数分解
　乗法公式を逆に用いて因数分解する。

因数分解の公式

［1］　a ab b a b22 2 2+ + = +] g

［2］　a ab b a b22 2 2- + = -] g

［3］　a b a b a b2 2- = + -] ]g g

5

２乗の差は，和と差の積◀

(1) x x6 92+ + = x2 2:+ x : 3 + 32 = ]x+ 3 2g

　　 22 2 2: :5 5 9 9 5 9+ + = +] g

(2) x x12 362- + = x2 2:- x : 6 + 62 = ]x- 6 2g

　　 22 2 2: :5 5 9 9 5 9- + = -] g

(3) x 162- = x2- 42 = ]x+ 4 ]g x- 4 g

　　 2 25 9 5 9 5 9- = + -] ]g g

例16
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次の式を因数分解しなさい。

(1) x x4 42+ +  (2) x x14 492- +  (3) x 252-

問 20 ➡ p.25 Training 6⑶，⑷
 p.54 計算ドリル6⑷，⑸

因数分解の公式 15

［4］　x a b x ab x a x b2+ + + = + +] ] ]g g g

x x5 62+ - を因数分解してみよう。
公式 ［4］ で，a b 5+ = ，ab 6=-  の場合である。
これより，積が 6- ，和が５になる数 a，bを見つけ
ればよい。
積が 6- になる２つの数の組のうち，和が５になる
のは 1- と６であるから
　　x x x x5 6 1 62+ - = - +] ]g g

例17 x5x2+ 6-

x x aba b2+ ++] g

　
1  まず，積を考える。
2  次に，和を考える。

積が 6- 和が 5
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次の式を因数分解しなさい。

(1) x x9 82+ +  (2) x x 62+ - 　

(3) x x3 22- +  (4) x x8 92- -

(5) x x4 52- -  (6) x x9 182- +

問 21
25➡ p.25 Training 6⑸，⑹

 p.54 計算ドリル6
 ⑹，⑺，⑻
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　 を展開すると
　　　　　
になる。逆に， を
　　　　　
のような積の形にすることを因数分解といい， や を
の因数という。
　すなわち，因数分解とは，与えられた整式を１次以上の整式の積の形に
表すことである。

◆共通因数のくくり出し

　整式の各項に共通な因数があるとき，分配法則
　　　　　　　
　　　　　　　
を用いると，その共通な因数をかっこの外にくくり出して，整式を因数分
解することができる。

“因数分解せよ”という問題では，それ以上因数分解ができないところまで因

数分解する。

次の式を因数分解せよ。
1　
2　
3　
4　

◆２次式の因数分解

　乗法公式を逆に用いて，因数分解してみよう。

1　
2　
3　
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因数分解の公式⑴

1　
2　
3　

例16

次の式を因数分解せよ。
1　  2　
3　  4　

10 問18

p.19 問題 42～4

4　

因数分解の公式⑵

　 を因数分解するには

　　

積　
和　

となる２つの数 a，bの組を見つ
ければよい。
このような２つの数は ，４であるから
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例17

次の式を因数分解せよ。
1　  2　
3　  4　

問19

25 p.19 問題 45

　

「習得する内容」と
それを「補足する内容」が
入り混じっていて，
どこを見たらよいのか
分かりにくい。

「補足する内容」を
ページの右側にまとめて
すっきりさせした。

生徒が学びやすいように，
全ページ「習得する内容」を見やすく
ゆとりのあるレイアウトにしました。

「例」に問題文を示し，
解答を丁寧に記述しました。

全体が
ゴチャゴチャしていて
余白も少なく，
圧迫感がある。

本文と「例」の
違いが分かりにくい。


